
香川県循環器病対策推進計画（案）の（素案）からの主な変更点

頁 修正後（計画案） 修正前（素案）

3

【目標２】循環器病の年齢調整死亡率の低減 【目標２】循環器病の年齢調整死亡率の低減

4

令和２年の心疾患の年齢調整死亡率は、男性205.3（全国190.1）、女性119.6（全国109.2）で全国
を上回っています。令和２年の虚血性心疾患の年齢調整死亡率は、男性44.8（全国73.0）、女性
19.4（全国30.2）で全国を下回っています。令和２年脳血管疾患の年齢調整死亡率は、男性90.6
（全国93.8）、女性48.6（全国56.4）で全国を下回っています。

令和２年の心疾患の年齢調整死亡率は、男性　　（全国　　）、女性　　（全国　　）で全国を上回っ
てor下回っています。平成27年脳血管疾患の年齢調整死亡率は、男性　　（全国　　）、女性
（全国　　）で全国を上回ってor下回っています。

5

脳血管疾患・心疾患の年齢調整死亡率（人口10万人当たり） 脳血管疾患・心疾患の年齢調整死亡率（人口10万人当たり）

○令和５年12月5日から令和６年１月４日まで、パブリックコメントを実施いたしましたが、意見の提出はありませんでした。

○令和５年度人口動態統計特殊報告公表により、令和２年の循環器病の年齢調整死亡率を更新しました。
・年齢調整死亡率とは…年齢構成の違いに影響されない比較をするため年齢構成を調整した死亡率。
・年齢調整死亡率の基準人口について
これまで厚生労働省は、年齢調整死亡率の算出に当たって、昭和60年モデル人口（昭和60年の国勢調査人口を基に補正した人口）を使用していましたが、その後25年以上が経過し、モデル人口が
現実の人口構成とは異なってきたことから、令和２年より、高齢化を反映した新しい基準人口として、平成27年モデル人口を使用することとしました。
⇒このため、脳血管疾患、心疾患等の年齢調整死亡率については、令和２年数値の掲載と併せて、平成27年数値についても、平成27年モデル人口により再計算された数値に置換えを行っていま
す。
(※年齢調整死亡率＝｛［観察集団の各年齢（年齢階級）の死亡率］×［基準人口集団のその年齢（年齢階級）の人口］｝の各年齢（年齢階級）の総和 / 基準人口集団の総人口 )

資料2

※令和２年より、年齢調整死亡率の基準人口を昭和60年モデルから平成27年モデルに変更し

ている。

また、「香川県循環器病対策推進計画」の「目標（令和５年）」については、「令和５年度人口動

態統計特殊報告」に記載される「令和２年」の数値で評価する。

※令和２年より、年齢調整死亡率の基準人口を昭和60年モデルから平成27年モデルに変更

している。

また、「香川県循環器病対策推進計画」の「目標（令和５年）」については、「令和５年度人口

動態統計特殊報告」に記載される「令和２年」の数値で評価する。



頁 修正後（計画案） 修正前（素案）

6

【目標２】循環器病の年齢調整死亡率の低減 【目標２】循環器病の年齢調整死亡率の低減

6

【目標２】循環器病の年齢調整死亡率の低減
＊目標設定の考え方
第八次保健医療計画に合わせ、全国平均に及んでいない心疾患は全国平均を目指す。全国平
均より上位にある脳血管疾患、虚血性心疾患は、全国の最良値を目指す。
＊令和２年より、年齢調整死亡率の基準人口を昭和60年モデルから平成27年モデルに変更して
いる。

【目標２】循環器病の年齢調整死亡率の低減
＊目標設定の考え方
第八次保健医療計画に合わせ、全国平均に及んでいない場合は全国平均を目指す。全国平均
より上位にある場合は、全国の最良値を目指す。
＊令和２年より、年齢調整死亡率の基準人口を昭和60年モデルから平成27年モデルに変更して
いる。
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